
川
崎
支
部
旗
開
き

（
川
崎
支
部
執
行
委
員

小
林
正
一
）

１
月
１
９
日
、
川
崎
労
連
か

ら
大
貫
さ
ん
が
参
加
し
、
川
崎

支
部
は
９
名
。
元
三
和
分
会
の

鈴
木
さ
ん
で
１
０
名
で
し
た
。

長
谷
川
さ
ん
は
フ
ッ
ト
サ
ル

で
遅
れ
て
の
参
加
で
し
た
。

旗
開
き
は
参
加
者
の
近
況
報

告
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
貫

さ
ん
は
若
い
時
に
ラ
グ
ビ
ー
を

や
っ
て
い
た
話
。
石
田
洋
司
さ

ん
は
今
年
で
７
７
歳
に
な
る
話
。

春
川
さ
ん
は
、
目
の
手
術
を
し

て
物
が
良
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ

て
世
の
中
が
明
る
く
な
っ
た
よ

う
だ
と
の
話
。

書
記
長
の
光
田

さ
ん
が
キ
ュ
ー
バ
仕
込
み
の

「
モ
ヒ
ー
ト
」
（
お
酒
）
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
凄
く
飲
み
や

す
か
っ
た
の
で

お
か
わ
り
を
し

て
寝
て
し
ま
い
、

目
が
覚
め
た
ら

半
数
以
上
の
人

が
帰
っ
て
い
ま

し
た

。

神
奈
川
地
方
本
部

旗
開
き

。

(

支
部
委
員
長長

谷
川

清
）

神
奈
川
地
本
は
１
月
１
０
日

（
金
）
県
央
コ
ー
ス
と
川
崎
・

横
浜
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
経
営
者
に
対
す
る
新
年

挨
拶
回
り
を
終
え
た
後
に
川
崎

駅
傍
の
ミ
ュ
ー
ザ
か
わ
さ
き
の

市
民
交
流
室
に
て
、
２
０
２
０

年
地
本
旗
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
員
に
よ
る
手
作
り
の
旗

開
き
な
の
で
、
挨
拶
回
り
の
終

了
後
、
組
合
員
に
５
時
頃
、
ラ

ゾ
ー
ナ
の
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の
食

品
売
り
場
に
集
合
し
て
も
ら
い
、

酒
つ
ま
み

の
買
い
出

し
、
会
場

の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
行

い
、
参
加

者
を
待
ち

ま
し
た
。

組
合
員
、

争
議
団
、

来
賓
の
方

含
め
２
８
名
参
加
で
、
１
８
時

３
０
分
か
ら
ト
ラ
ン
ぺ
ッ
タ
ー

松
平
さ
ん
の
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。

来
賓
等
、
堅
苦
し
い
挨
拶
が

終
わ
り
、
通
信
労
組
藤
田
分
会

長
の
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
以
降
は

お
酒
も
入
り
楽
し
く
懇
談
が
進

み
、
途
中
、
小
林
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
も
入

り
、
参
加
者
は
年
々
少
な
く
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
な
り
に
旗
開

き
が
で
き
ま
し
た
。
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今
年
始
め
か
ら
，
労
働
組
合
の
２

０
春
闘
方
針
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
方
針
を
見
る
中
で
感
じ
る
こ

と
は
「
２
０
国
民
春
闘
は
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
目
指
し
，

最
低
賃
金
引
き
上
げ
と
初
任
給

引
き
上
げ
、
昨
年
特
に
世
論
に

な
っ
て
き
た
全
国
一
律
最
賃
制

導
入
と
地
域
間
格
差
解
消
が
重

要
な
課
題
」
と
多
く
の
組
織
で

提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
日
本
の
働
く
労
働
者

の
賃
金
が
先
進
国
の
中
で
も

「
低
賃
金
」
と
な
っ
て
お
り
、

生
計
費
か
ら
し
て
低
い
現
状
が

統
計
上
現
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

圧
倒
的
多
数
の
働
く
人
々
の

生
活
は
苦
し
く
な
る
一
方
で
す
。

非
正
規
雇
用
労
働
者
は
、
全
労

働
者
の
４
割
に
お
よ
び
、
年
収
３
０

０
万
円
未
満
で
働
く
人
は
、
全
労
働

者
の
４
割
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
最
低
賃
金
は
、
都
道
府
県

ご
と
に
４
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
、

２
０
１
９
年
１
０
月
の
改
定
で
は
、

最
高
（
東
京
１
，
０
１
３
円
、
神
奈

川
１
，
０
１
１
円
）
と
最
低
（
１
５

県
７
９
０
円
）
で
時
間
額
で
２
２
３

円
と
３
割
近
い
格
差
が
あ
り
ま
す
。

全
労
連
な
ど
が
実
施
し
て
い
る

「
最
低
生
計
費
試
算
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
若
者
が
自
立
し
て
人
間
ら
し
く

暮
ら
す
に
は
、
全
国
ど
こ
で
も
月
額

２
２
～
２
５
万
円
（
時
間
額
１
，
５

０
０
円
程
度
）
が
必
要
で
あ
り
、
都

市
部
と
地
方
の
格
差
は
殆
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
労
働
組
合
・

労
働
者
そ
し
て
国
民
の
運
動
で
、
最

低
賃
金
法
を
改
正
し
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
度
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

全
国
で
今
す
ぐ
「
時
給
１
，
０
０

０
円
以
上
」
そ
し
て
１
，
５
０
０
円

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
こ

と
で
、
１
日
８
時
間
働
け
ば
人
間
ら

し
く
生
活
で
き
る
社
会
、
次
世
代
を

担
う
若
者
た
ち
が
自
立
で
き
る
社
会

が
展
望
で
き
ま
す
。
国
民
所
得
の
底

上
げ
を
は
か
り
、
購
買
力
を
引
き
上

げ
る
こ
と
で
、
特
に
地
方
財
政
の
活

性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
都
市
部
へ
の
人
口
流

出
を
防
ぎ
、
地
域
を
支
え
る
中
小
業

企
業
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
出
来
、

働
く
場
所
や
人
手
不
足
も
一
定
は
改

善
で
き
ま
す
。

労
働
組
合
の
あ
る
職
場
で
は
、
生

計
費
を
基
に
職
場
の
不
満
・
要
求
を

ま
と
め
練
り
あ
げ
「
大
幅
賃
上
げ
と

高
卒
初
任
給
の
引
上
げ
、
若
者
全
体

の
賃
金
底
上
げ
」
そ
し
て
「
６
０
歳

無
年
金
と
な
っ
て
い
る
定
年
再
雇
用

者
の
賃
金
見
直
し
」
に
多
く
の
仲
間

や
労
働
組
合
と
連
帯
し
て
援
助
も
受

け
な
が
ら
要
求
に
こ
だ
わ
り
実
現
す

る
こ
と
で
す
。

併
せ
て
賃
金
引
き
上
げ
が
厳
し
い

中
小
企
業
へ
は
、
労
働
組
合
が
経
営

者
と
一
緒
に
、
国
へ
「
社
会
保
障
負

担
の
軽
減
や
支
援
策
」
を
求
め
て
ゆ

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

労
働
組
合
が
元
気
で
要
求
実
現
す

れ
ば
、
世
論
を
広
げ
国
を
動
か
し
、

最
低
賃
金
法
を
改
正
し
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
で
、

労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
多
く

の
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
の
援
助
・

励
ま
し
に
な
り
ま
す
。

（
記

矢
部
常
次
）

（２）

２
０
春
闘
み
ん
な
で

生
計
費
に
基
ず
く
大
幅
賃
上
げ
闘
争
、

働
く
仲
間
の
最
低
賃
金
の
見
直
し
、

全
国
一
律
最
賃
制
の
確
立
を
‼



（３）

川
崎
労
連
旗
開
き
開
か
れ
る

(
支
部
副
委
員
長

浅
岡
正
夫
）

１
月
１
０
日(

金
）
午
後
６
時
３
０
分
よ
り
総

合
自
治
会
館
に
て
恒
例
の
旗
開
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
神
奈
川
地
本
の
旗

開
き
と
も
同
日
に
行
わ
れ
る
た
め
、
浅
岡
と
光

田
書
記
長
の
２
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

来
賓
は
、
神
奈
川
労
連
、
川
崎
医
療
生
協
、

神
奈
川
労
働
セ
ン
タ
ー
、
川
崎
合
同
法
律
事
務

所
、
政
党
か
ら
は
日
本
共
産
党
の
議
員
さ
ん
が

参
加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
最
近
の
情
勢
に
つ

い
て
発
言
が
有
り
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
の
い
い

加
減
で
無
責
任
な
対
応
に
怒
り
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。恒

例
の
マ
リ
リ
ン
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
は
、

マ
リ
リ
ン
の
師
匠
も
参
加
さ
れ
、
和
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
組
合
代
表
の
挨
拶
の
中
で
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

か
ら
は
、
各
争
議
へ
の
支
援
の
お
礼
と
い
す
ゞ

自
動
車
の
闘
い
が
映
画
『
時
の
行
路
』
と
な
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

神奈川労連結成３０周年レセプション
２０２０年赤旗開き１月１１日開かれる

盛大に神奈川労連の結成３０周年レセプション・２０２０年赤旗開きが１月１１日（土）に開催

されました。ＪＭＩＴＵ神奈川地本から地本役員など５名が参加 結成から３０周年、労働組合

への労働者の期待が大きいこと、役割が益々重要などの発言で盛り上がりました。

また、神奈川労連の歴代の議長が紹介されました。 （記 矢部常次）

な
ん
ぶ
せ
ん

▼
最
近
気
に
な
る
自
然
災
害
が
起
き
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
口
之
永
良
部
島
の

噴
火
が
起
き
て
い
ま
す
。
海
外
で
は
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
で
も
噴
火
を
し

て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
ニ
ュ
ー

ス
で
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
大
火

災
が
起
き
て
数
か
月
も
の
間
、
山
火
事

が
起
き
て
日
本
の
半
分
の
面
積
も
の
火

事
が
起
き
、
日
本
で
自
衛
隊
が
応
援
に

行
き
ま
し
た
。
報
道
に
よ
る
と
１
０
憶

ひ
き
の
動
物
が
死
ん
だ
と
の
話
も
あ
り

ま
す
。
▼
な
ぜ
山
火
事
が
消
え
な
い
の

か
と
テ
レ
ビ
な
ど
で
の
話
と
し
て
は
コ

ア
ラ
の
好
物
の
ユ
ー
カ
リ
の
木
が
燃
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
木
は
油
分
が

多
く
含
み
燃
え
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
も
温
暖
化
が
原
因
で
乾

燥
し
て
い
る
気
候
に
な
っ
て
い
る
。
▼

最
近
で
は
日
本
の
気
候
が
少
し
お
か
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
寒
く
な
ら
ず

に
、
例
年
な
ら
ば
雪
が
降
っ
て
ス
キ
ー

が
出
来
る
の
に
全
然
降
ら
な
く
て
ス
キ
ー

場
が
オ
ー
プ
ン
出
来
な
い
事
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
▼
と
に
か
く
温
暖
化
対
策

を
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。

な
も
な
き
絵
描
き



辞任した閣僚 辞任理由
2014年10月 小渕優子経済産業大臣 政治資金収支報告書違反
2014年10月 松島みどり法務大臣 選挙区内でうちわ配布
2015年2月 西川公也農林水産大臣 国の補助金を受けた企業から献金
2016年1月 甘利明経済産業大臣 都市再生機構（ＵＲ）の口利き疑惑

2017年4月 今村雅弘復興担当大臣
東日本大震災で「まだ東北でよかった。首都圏に近
かったりすると莫大な、甚大な被害があったと思
う」発言

2017年7月 稲田明美防衛大臣
南スーダンの国連平和維持活動（ＰＫＯ）派遣部隊
作成の日報問題

2018年2月 江崎鉄磨沖縄・北方担当大臣 病気？
2019年4月 桜田義孝五輪担当大臣 「復興以上に大事なのは高橋議員だ」発言

2019年10月 菅原一秀経済産業大臣 有権者買収疑惑
2019年10月 河井克行法務大臣 ウグイス嬢「違法買収」疑惑

第２次安倍内閣　2012～2020年　

４名の閣僚が辞任 政治とカネ、暴言

第１次安倍内閣　２００６～２００７年

6507号 （４）

毎
年
次
か
ら
次
へ
と
出
て

く
る
安
倍
内
閣
の
問
題
。
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

森
友
学
園
問
題

２
０
１
６
年
６
月
、
学
校

法
人
「
森
友
学
園
」
に
大
阪

府
豊
中
市
の
国
有
地
が
払
い

下
げ
ら
れ
た
。
土
地
の
評
価

額
は
９
億
５
６
０
０
万
円
。

し
か
し
近
畿
財
務
局
が
出
し

た
払
い
下
げ
価
格
は
「
約
８

億
円
引
き
」
の
１
億
３
４
０

０
万
円
。
（
数
値
は
報
道
に

よ
っ
て
少
し
異
な
る
）
安
倍

総
理
夫
妻
の
関
与
疑
惑
。

財
務
省
理
財
局
に
よ
る
決
裁

文
書
改
ざ
ん
が
発
覚
。
財
務

省
は
１
８
年
５
月
、
こ
れ
ま

で
「
残
っ
て
い
な
い
」
と
国

会
で
答
弁
し
て
い
た
森
友
学

園
と
近
畿
財
務
局
の
交
渉
記

録
を
国
会
に
提
出
。

い
ま
だ
に
、
事
実
は
明
ら

か
に
さ
れ
ず
、
安
倍
首
相
の

国
民
を
納
得
さ
せ
る
説
明
は

な
い
。

加
計
学
園
問
題

学
校
法
人
「
加
計
学
園
」

は
２
０
１
７
年
１
月
、
５
２

年
間
ど
こ
の
大
学
に
も
認
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
獣
医
学

部
を
新
設
す
る
「
国
家
戦
略

特
区
」
の
事
業
者
に
選
定
さ

れ
た
。
加
計
孝
太
郎
理
事
長

と
長
年
の
友
で
あ
る
安
倍
首

相
が
特
別
の
便
宜
を
図
っ
た

疑
惑
。
こ
れ
だ
け
大
問
題
に

な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

加
計
理
事
長
は
表
に
一
度
も

出
て
こ
な
い
。
い
ま
だ
に
解

決
は
さ
れ
て
い
な
い
。

（
※
こ
の
問
題
の
中
で
、
首

相
官
邸
へ
の
入
場
記
録
は

「
１
日
で
廃
棄
す
る
」
と
政

府
。
全
く
信
じ
が
た
い
、
こ

れ
で
は
テ
ロ
対
策
も
含
め
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
な
っ
て

い
な
い
。
）

自
衛
隊
日
報
隠
し
問
題

２
０
１
８
年
４
月

小
野

寺
五
典
防
衛
相
は
、
２
０
０

４
～
０
６
年
に
イ
ラ
ク
へ
派

遣
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
の
活

動
に
関
す
る
日
報
が
、
防
衛

省
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
こ

の
日
報
は
昨
年
２
月
の
国
会

で
、
当
時
の
稲
田
朋
美
防
衛

相
が
「
残
っ
て
い
な
い
」
と

答
弁
し
て
い
た
文
書
だ
。
）

２
０
１
７
年

防
衛
省
は
南

ス
ー
ダ
ン
国
連
平
和
維
持
活

動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
を
巡
っ
て
も

陸
自
日
報
を
「
廃
棄
済
み
」

と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
保

管
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。ど

れ
も
全
く
解
決
し
て
い

な
い
中
、
今
、
桜
を
見
る
会

の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
至
っ

て
は
、
今
ま
で
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
の
安
易
な
嘘

と
嘘
の
上
塗
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。
国
民
の
財
産
で
あ
る

公
文
書
が
簡
単
に
捨
て
ら
れ
、

改
ざ
ん
さ
れ
、
隠
さ
れ
る
。

民
主
主
義
を
全
く
な
い
が
し

ろ
に
す
る
安
倍
政
権
は
今
す

ぐ
退
陣
し
ろ
。

【
細
谷
静
雄

記
】



モ ウ シ ヨ マ イ サ ミ ア シ ア カ シ

ク タ ビ レ モ ウ ケ イ リ オ モ テ ヘ ン

ギ ガ イ ー ス ト キ ン イ イ マ イ チ

ヨ ワ ミ ル ウ ン ナ フ キ ツ ク

ヒ ル ヤ ス ミ コ イ ン ラ ン ド リ ー

シ ロ ク ロ ウ ツ リ カ セ ン ウ バ ポ

ア シ ウ ワ キ ア イ ド ウ ヤ エ ン

ワ ゲ イ ツ ー リ ン グ セ メ シ コ

セ カ タ カ マ ペ カ ル ダ ン カ ツ

キ ス イ ウ チ ア ケ ル ミ ツ マ タ

ア カ ミ マ ス メ シ カ ー ツ ル ギ

オ ネ ベ ル イ シ タ ケ ジ キ ニ

バ ツ カ ル ア シ ワ ザ ス カ イ タ ル

ジ ツ カ イ ヨ ル イ ニ オ リ

ヨ ウ カ ン コ ウ キ ク シ イ カ ル ス

ウ ス イ ト ウ ゲ キ ン タ ロ ウ ア メ エ

郵便振替口座廃止のお知らせ 

現在、組合費サポータ会費等を川崎支部宛に郵便振替口座で送ってもらっていますが、 
郵便振替口座ふたつのうち下記口座ひとつは 3 月 29 日で廃止します。 

 
廃止する郵便振替口座  
名称：ＪＭＩＵ川崎支部 番号：００２３０－３－８６７８ 

 
今後は下記郵便振替口座だけになりますので間違いのないように願います。 
継続使用する郵便振替口座 
名称：ＪＭＩＵＴ川崎支部 番号：００２１０－５－８９２５４ 
なお、不明な点は会計担当の光田（０９０－８８４６－１８１５）まで連絡してください。 

（5）

6506号の拡大クロスワードの回答は

「ヘイワナニッポンエイエンニ」”平和な日本永遠に”でした。

応募者は6名で全員正解でした。1000円相当の商品を送ります。

◎三和家族：澁谷裕之進さん（図書カード）◎日本シャッター分会：尾崎康尚さん（図書カード）

◎支部報読者：菅原祐三さん（図書カード）◎三和家族：長谷川綾子さん（図書カード）

◎東芝プレジョン分会：浅岡冨枝さん（図書カード）◎合同分会：石田洋司さん（図書カード）

回 答 図



労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
2月01日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～

ＪＭＩＴＵ中央春闘臨時大会(大崎南部労政会館)

02日(日) ＪＭＩＴＵ地本春闘臨時大会 （ミューザ川崎)13:00～

05日(水) 第７回書記局会議（支部事務所）19:00～

06日(木) 入江対策会議（支部事務所）19:00～

08日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～／支部スキー

08日(土)～09日(日) 支部スキー

12日(水) 第11回執行委員会（支部事務所）19:00～

13日(木) 川崎労組懇談会(全川崎労組事務所)13:30～

15日(土) 未組織宣伝(登戸駅）10:00～／全戸配布

労働相談（支部事務所）・絵手紙教室 13:00～

16日(日) 川崎支部臨時大会（支部事務所）13:00～

18日(火) 川崎労連幹事会(教育文化会館）18:30～

19日(水) 春闘統一要求日

22日(土) 労働相談（支部事務所）13:00～

26日(水) 第12回執行委員会（支部事務所）19:00～

29日(土) 東日本集会 上野公園水上音楽堂(12時開場13時スタート)

3月01日(日) 春闘勝利を目指す県民集会（山下公園：石のステージ）11:00～

04日(水) 回答指定日／第8回書記局会議（支部事務所）19:00～

08日(日) 原発ゼロへのｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝinかわさき（中原平和公園 ）11時開場、13時開演

12日(木) 第一次統一スト・ＮＴＴスト激励（ＮＴＴ川崎支所前）8:00～

ＪＭＩＴＵ川崎支部第66回臨時大会のお知らせ

２０春闘方針を討議する臨時大会を下記の通り開催いたします。全員大会です

ので、日程を調整のうえ、ご参加ください。

日時：2月16日(日）13時より

場所：支部組合事務所にて

なお、別紙にて臨時大会招集状及び参加できない場合の委任状を同封いたします。

金属労働者の集い『東日本集会』に参加しよう

毎年、西と東の2か所、ＪＭＩＴＵ組合員と金属情報産業に働く労働者に呼びか

けて明るく元気に集会を開いています。ぜひ皆さんで参加しましょう。

日時：2月29日（土）12時開会 13時スタート

場所：上野公園水上音楽堂

※集会終了後、御徒町までパレードを行い、最後はご苦労さん会で交流しましょう。


